
憲
法
第
二
四
条
の
成
立
過
程
に
つ
い
て

篠

原

光

児

69　憲法第二四条の成立過程にっいて（篠原）

は
じ
め
に

　
戦
後
の
日
本
社
会
に
お
け
る
民
主
化
改
革
の
か
な
め
と
し
て
日
本
国
憲
法
が
生
を
う
け
て
、
五
〇
年
の
時
を
へ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
間
、
そ
こ
で
か
か
げ
ら
れ
た
新
し
い
価
値
は
、
徐
々
に
人
々
の
あ
い
だ
に
浸
透
し
、
定
着
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
日
常
生
活
の
最
も
基
本
的
な
家
庭
生
活
の
あ
り
方
を
と
っ
て
み
て
も
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
前
の
家
庭
生
活
は
、

「
家
．
戸
主
権
．
家
督
相
続
」
の
一
連
の
制
度
の
も
と
で
、
命
令
服
従
の
関
係
に
習
慣
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
　
「
父
母

に
孝
、
兄
弟
に
友
、
夫
婦
相
和
し
」
、
一
家
団
攣
の
幸
福
を
得
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
憲
法
第
二
四
条

は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
　
「
婚
姻
は
、
両
性
の
合
意
の
み
に
基
い
て
成
立
し
、
夫
婦
が
同
等
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
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維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
配
偶
者
の
選
択
、
財
産
権
、
相
続
、
住
居
の
選
定
、
離
婚
並
び
に
婚
姻
及
び
家
族
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
て
は
、
法
律

　
　
は
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
に
立
脚
し
て
、
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
こ
の
条
文
は
、
そ
の
よ
う
な
制
度
を
改
め
て
、
家
庭
生
活
を
民
主
化
す
る
た
め
に
、
　
「
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
」
を
確
保

し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
憲
法
の
中
に
盛
ら
れ
た
こ
の
理
念
は
、
現
在
で
は
多
く
の
人
々
の
家
庭
生
活
（
さ
ら
に
日
常
生
活
）

に
お
け
る
心
構
え
と
態
度
と
に
よ
く
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。

　
そ
う
い
う
性
格
を
も
っ
た
日
本
国
憲
法
（
し
た
が
っ
て
第
二
四
条
）
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
　
「
日
本
国
民
の
意
思
の
み
に
よ
っ
て
成
立
し

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

た
も
の
で
な
か
っ
た
」
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
、
連
合
軍
（
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
）
に
よ
る
日
本
占
領
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
も
と

に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
総
司
令
部
が
自
ら
憲
法
改
正
案
を
起
草
し
、
こ
れ
を
基
礎
に
日
本
側
が
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
、
最
近
、
日
本
国
憲
法
の
い
わ
ば
受
精
と
も
い
う
べ
き
時
と
そ
の
出
産
と
も
い
う
べ
き
時
の
様
子
を
伝
え
る
記
録
が
、
相
前

後
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
『
一
九
四
五
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
ー
日
本
国
憲
法
に
「
男
女
平
等
」
を

書
い
た
女
性
の
自
伝
』
　
（
柏
書
房
、
一
九
九
五
年
）
で
あ
り
、
他
は
、
衆
議
院
事
務
局
（
編
）
『
第
九
〇
回
帝
国
議
会
衆
議
院
帝
国
憲
法
改
正

案
委
員
小
委
員
会
速
記
録
』
　
（
衆
栄
会
、
一
九
九
五
年
）
お
よ
び
参
議
院
事
務
局
（
編
）
『
帝
国
憲
法
改
正
案
特
別
委
員
小
委
員
会
筆
記
要
旨
』

（
参
友
会
、
一
九
九
六
年
）
で
あ
る
。
前
者
は
、
総
司
令
部
（
G
H
Q
）
の
民
間
人
要
員
と
な
り
日
本
に
赴
任
し
た
著
者
が
、
民
政
局
の
一
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
し
て
総
司
令
部
案
（
い
わ
ゆ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
）
の
起
草
に
あ
た
っ
た
内
幕
を
ま
じ
え
て
語
っ
た
回
想
録
で
あ
る
。
ま
た
後
二
者
は
、

憲
法
改
正
案
を
審
議
し
た
第
九
〇
回
帝
国
議
会
の
う
ち
、
衆
議
院
小
委
員
会
の
審
議
に
つ
い
て
、
か
ね
て
衆
議
院
事
務
局
に
保
管
さ
れ
て



い
た
議
事
録
が
、
次
い
で
貴
族
院
小
委
員
会
の
議
事
に
つ
い
て
、
当
時
の
貴
族
院
事
務
局
が
要
点
を
書
き
と
め
作
成
し
て
い
た
記
録
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

そ
れ
ぞ
れ
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
日
本
国
憲
法
誕
生
の
過
程
の
解
明
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
が
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
と
い
う
問
題
は
、
一
つ
の
大
き
な
問
題
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
こ
の
小
稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
の
か
わ
り
に
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
文

献
を
手
が
か
り
に
、
憲
法
第
二
四
条
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
条
文
の
成
立
過
程
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
の

さ
い
、
そ
の
過
程
を
三
つ
に
分
け
て
、
ま
ず
総
司
令
部
案
の
起
草
ま
で
を
あ
と
づ
け
、
つ
い
で
日
本
政
府
の
成
案
を
得
る
ま
で
の
変
遷
を

追
い
、
さ
ら
に
議
会
で
の
審
議
の
経
過
を
た
ど
る
こ
と
に
し
た
い
。
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ω
　
高
柳
賢
三
け
大
友
［
郎
判
田
中
英
夫
・
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程
1
（
一
九
七
二
年
）
　
〔
以
下
「
高
柳
”
大
友
1
1
田
中
一
巻
」
と
し
て
引
用
〕
の
う
ち

　
の
「
序
に
か
え
て
」
　
（
高
柳
賢
三
）
。

似
　
同
書
の
刊
行
に
さ
い
し
て
は
、
ま
ず
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
夫
人
が
日
本
語
で
自
ら
の
体
験
を
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
、
そ
れ
を
も
と
に
ド
キ
ュ

　
メ
ン
タ
リ
i
工
房
の
平
岡
磨
紀
子
取
締
役
プ
ロ
デ
ュ
！
サ
ー
が
取
材
し
な
が
ら
構
成
を
練
り
文
章
を
執
筆
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

　
朝
日
新
聞
一
九
九
五
年
一
〇
月
二
四
日
の
「
ひ
と
」
欄
に
は
、
本
の
出
版
を
機
に
来
日
し
た
ゴ
ー
ド
ン
夫
人
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

⑥
　
前
者
は
、
そ
の
「
ま
え
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
九
五
年
六
月
↓
六
日
の
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
秘
密
扱
い
と
さ
れ
て
き
た
の
を

　
解
除
し
て
公
開
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
朝
日
新
聞
一
九
九
六
年
一
月
二
二
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
九
五
年
八
月

　
ご
ろ
、
国
会
内
の
書
庫
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
大
石
眞
「
憲
法
制
定
史
の
現
況
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
八
九
号
一
〇

　
八
頁
、
一
〇
八
I
O
九
頁
二
九
九
六
年
）
は
、
こ
の
一
5
の
資
料
に
言
及
し
て
い
る
。
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二
　
「
シ
ロ
タ
草
案
」
か
ら
総
司
令
部
案
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
（
零
鉾
。
oっ
ぎ
鼠
Ω
・
巳
8
）
　
　
当
時
は
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
　
　
と
い
う
女
性
が
総
司
令
部
案
の
起
草
に

関
与
し
た
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法
の
成
立
史
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
文
献
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
は
じ
め
に
、
そ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

女
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
は
、
ロ
シ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
レ
オ
・
シ
ロ
タ
と
そ
の
妻
オ
ー
ギ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
と
の
間
に
、
一
九
二
三
年
ウ
ィ
ー

ン
で
誕
生
し
た
。
一
九
二
九
年
、
山
田
耕
搾
に
請
わ
れ
東
京
音
楽
学
校
に
赴
任
す
る
父
に
伴
な
い
、
一
家
で
来
日
。
五
歳
か
ら
一
五
歳
ま

で
の
一
〇
年
間
を
東
京
で
過
ご
し
、
日
本
語
を
自
由
に
話
し
た
。
そ
の
間
、
一
二
歳
の
と
き
に
は
二
・
二
六
事
件
を
体
験
す
る
な
ど
、
日

本
が
戦
争
色
に
染
ま
っ
て
行
く
あ
り
さ
ま
を
見
聞
き
し
て
い
る
。
一
方
、
家
庭
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
身
に
つ
け
る
と

と
も
に
、
ド
イ
ツ
学
校
で
は
厳
格
な
教
育
を
う
け
て
い
た
ら
し
い
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
ヘ
ナ
チ
の
教
師
が
派
遣
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

ユ
ダ
ヤ
人
の
シ
ロ
タ
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
に
転
校
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
三
九
年
に
留
学
の
た
め
に
一
人
で
ア
メ
リ
カ
に
渡

り
、
女
子
大
学
で
文
学
を
専
攻
し
た
後
、
日
本
語
の
語
学
力
を
活
か
し
て
仕
事
に
つ
く
。
し
か
し
、
　
「
自
由
、
平
等
の
国
で
、
…
…
女
性

の
非
力
さ
を
知
」
り
、
　
「
く
や
し
さ
と
自
己
嫌
悪
を
感
じ
」
な
が
ら
、
一
九
四
五
年
一
二
月
二
四
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
日
、
　
「
両
親

に
逢
い
た
か
っ
た
ば
か
り
に
、
G
H
Q
に
職
を
求
め
て
、
日
本
に
帰
」
国
。
間
も
な
く
、
「
外
国
人
と
し
て
日
本
で
苦
し
い
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
両
親
と
劇
的
な
再
会
を
果
た
す
。
」
そ
の
時
、
シ
ロ
タ
は
二
二
歳
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
一
か
月
後
の
翌
一
九
四
六
年
二
月
四
日
（
月
曜
日
）
、
シ
ロ
タ
は
、
　
「
生
涯
の
中
で
、
一
国
の
憲
法
を
書
く
と
い
う
、

誰
に
も
経
験
で
き
な
い
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
」
に
出
く
わ
す
。
そ
の
日
、
午
前
中
に
開
か
れ
た
民
政
局
の
会
合
の
冒
頭
、
局
長
の
ホ
イ
ッ
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（
6
）

ト
ニ
i
（
O
o
畦
9
亀
ミ
匡
9
邑
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
「
紳
士
淑
女
諸
君
、
今
伯
は
憲
法
会
議
の
た
め
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
一
週
間
、
民
政
局
は
、
憲
法
草
案
を
書
く

　
　
と
い
う
作
業
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
、
日
本
国
民
の
た
め
の
新
し
い
憲
法
を
起
草
す
る
と
い
う
歴
史
的
に
も

　
　
意
義
深
い
仕
事
を
、
民
政
局
の
わ
れ
わ
れ
に
命
じ
ら
れ
た
」
。

　
シ
ロ
タ
に
は
、
は
じ
め
、
　
［
こ
の
言
葉
が
何
を
意
味
す
る
か
理
解
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
　
「
緊
張
と
驚
き
」
の
中
で
、
　
「
下
っ

ぱ
」
の
彼
女
は
、
　
「
耳
を
そ
ば
だ
て
」
、
　
「
夢
中
に
な
っ
て
メ
モ
す
る
。
」
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
が
話
を
終
わ
る
と
、
た
だ
ち
に
ス
タ
ッ
フ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

割
当
て
が
始
め
ら
れ
た
。
（
の
ち
の
民
政
局
次
長
）
ケ
ー
デ
ィ
ス
（
9
毘
雷
7
国
＆
旦
ら
か
ら
な
る
運
営
委
員
会
と
そ
の
下
に
七
つ
の
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
シ
ロ
タ
は
そ
の
う
ち
の
人
権
に
関
す
る
小
委
員
会
に
配
属
さ
れ
る
。
人
権
小
委
員
会
に
は
声
シ
ロ
タ
の
ほ
か
、
リ
ー

ダ
ー
で
あ
り
、
　
「
世
界
を
渡
り
歩
い
た
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
実
に
広
い
視
野
を
持
っ
た
」
ロ
ウ
ス
ト
（
国
Φ
醇
容
即
。
婁
）
（
当
時
四
七
歳
）
、

一
時
期
日
本
に
滞
在
し
、
　
「
お
そ
ら
く
民
政
局
員
の
中
で
は
、
一
番
の
日
本
通
だ
っ
た
」
ワ
イ
ル
ズ
（
＝
舘
曼
国
5
器
8
差
募
）
（
当
時
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

五
歳
）
の
二
人
の
男
性
が
い
た
。

　
こ
う
し
て
、
憲
法
と
い
え
ば
、
　
「
ハ
イ
ス
ク
！
ル
の
社
会
科
で
習
っ
た
程
度
の
知
識
し
か
な
い
」
、
ま
し
て
「
日
本
の
憲
法
が
ど
う
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

て
い
る
か
は
、
皆
目
知
ら
な
か
っ
た
」
二
二
歳
の
女
性
は
、
　
「
日
本
国
民
の
た
め
の
新
し
い
憲
法
を
起
草
す
る
」
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
さ
て
、
　
「
憲
法
会
議
」
が
終
わ
る
と
、
ロ
ウ
ス
ト
と
シ
ロ
タ
の
間
に
、
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
る
。

　
　
　
ロ
ウ
ス
ト
中
佐
が
、

　
　
「
あ
な
た
は
女
性
だ
か
ら
、
女
性
の
権
利
を
書
い
た
ら
ど
う
で
す
か
？
」

　
　
　
と
言
っ
て
く
れ
た
。
嬉
し
か
っ
た
。
飛
び
上
が
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
。
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「
教
育
の
自
由
に
つ
い
て
も
書
き
た
い
の
で
す
」

　
　
「
い
い
で
す
よ
」

　
　
　
ロ
ウ
ス
ト
中
佐
は
、
に
こ
や
か
に
頷
い
た
。

　
シ
ロ
タ
は
、
さ
っ
そ
く
、
　
「
手
本
に
な
る
憲
法
を
見
つ
け
る
」
た
め
に
、
都
内
に
あ
る
い
く
つ
か
の
図
書
館
や
大
学
か
ら
数
か
国
の
憲

法
を
集
め
、
要
点
を
書
き
抜
く
作
業
に
ふ
け
る
。
　
「
私
は
、
日
本
の
国
が
よ
く
な
る
こ
と
は
、
女
性
と
子
供
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
だ
と
考

え
て
い
た
。
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
憲
法
を
読
ん
で
も
、
そ
の
部
分
だ
け
が
目
に
入
っ
て
き
た
」
、
中
で
も
「
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
と

ソ
ビ
エ
ト
憲
法
は
私
を
夢
中
に
さ
せ
た
」
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
は
、
　
「
女
性
の
権
利
に
つ
い
て
…
…
素
っ
気
な
い
字

句
が
並
ん
で
い
た
」
し
、
ま
た
明
治
憲
法
は
、
　
「
参
考
に
し
よ
う
に
も
、
反
面
教
師
で
し
か
な
か
っ
た
」
う
え
、
二
月
一
日
の
毎
日
新
聞

が
ス
ク
ー
プ
し
た
「
松
本
案
」
を
み
て
も
、
　
「
そ
の
中
に
女
性
、
母
親
、
家
庭
、
児
童
と
い
う
言
葉
は
全
く
発
見
で
き
な
か
っ
た
」
と
、

　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

彼
女
は
述
べ
る
。
そ
の
と
き
の
思
い
を
、
シ
ロ
タ
は
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　
　
　
「
私
は
、
各
国
の
憲
法
を
読
み
な
が
ら
、
日
本
の
女
性
が
幸
せ
に
な
る
に
は
、
何
が
一
番
大
事
か
を
考
え
た
。
そ
れ
は
、
昨
日
か

　
　
ら
ず
っ
と
考
え
て
い
た
疑
問
だ
っ
た
。
赤
ん
坊
を
背
負
っ
た
女
性
、
男
性
の
後
を
う
つ
む
き
加
減
に
歩
く
女
性
、
親
の
決
め
た
相
手

　
　
と
渋
々
お
見
合
い
を
さ
せ
ら
れ
る
娘
さ
ん
の
姿
が
、
次
々
と
浮
か
ん
で
消
え
た
。
子
供
が
生
ま
れ
な
い
と
い
う
だ
け
で
離
婚
さ
れ
る

　
　
日
本
女
性
。
家
庭
の
中
で
は
夫
の
財
布
を
握
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
法
律
的
に
は
、
財
産
権
も
な
い
日
本
女
性
。
　
『
女
子
供
』
　
（
お
ん

　
　
な
こ
ど
も
）
と
ま
と
め
て
呼
ば
れ
、
子
供
と
成
人
男
子
と
の
中
間
の
存
在
で
し
か
な
い
日
本
女
性
。
こ
れ
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば

　
　
い
け
な
い
。
女
性
の
権
利
を
は
っ
き
り
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
私
は
、
抜
き
書
き
し
た
も
の
を
整
理
し
、
女
性
の
権
利
に
関
す
る
も
の
を
事
柄
別
に
分
け
た
。



　
ま
ず
、
男
女
は
平
等
で
な
く
て
は
…
…
。
財
産
権
は
当
然
。
教
育
、
職
業
、
選
挙
権
に
関
す
る
平
等
。
こ
れ
は
、
独
身
で
あ
っ
て

も
、
妻
で
あ
っ
て
も
同
じ
。
妊
娠
中
や
子
だ
く
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
生
活
の
保
護
。
病
院
も
無
料
に
な
ら
な
い
と
…
…
、
こ
れ
は
子

供
に
も
適
用
す
べ
き
だ
。
婚
姻
も
、
親
で
は
な
く
自
分
の
意
思
で
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
…
…
。
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私
は
、
生
き
て
行
く
人
間
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
も
の
は
、
　
”
家
庭
“
で
あ
り
、
そ
の
家
庭
の
中
で
は
”
男
女
は
平
等
で
あ
る
“

　
　
こ
と
を
謳
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
」

　
こ
の
よ
う
な
発
想
の
も
と
に
、
家
庭
と
婚
姻
に
つ
い
て
一
つ
の
条
文
　
　
こ
れ
を
「
シ
ロ
タ
草
案
」
と
よ
ぶ
ー
ー
が
作
ら
れ
る
。

　
　
　
「
家
庭
は
、
人
類
社
会
の
基
礎
で
あ
り
、
そ
の
伝
統
は
、
善
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
国
全
体
に
浸
透
す
る
。
そ
れ
故
、
婚
姻
と

　
　
家
庭
と
は
、
法
の
保
護
を
受
け
る
。
婚
姻
と
家
庭
と
は
、
両
性
が
法
律
的
に
も
社
会
的
に
も
平
等
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
〔
と

　
　
の
考
え
〕
に
基
礎
を
お
き
、
親
の
強
制
で
は
な
く
相
互
の
合
意
に
基
づ
き
、
か
つ
男
性
の
支
配
で
は
な
く
〔
両
性
の
〕
協
力
に
基
づ

　
　
く
べ
き
こ
と
を
、
こ
こ
に
定
め
る
。
こ
れ
ら
の
原
理
に
反
す
る
法
律
は
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
配
偶
者
の
選
択
、
財
産
権
、

　
　
相
続
、
本
居
の
選
択
、
離
婚
並
び
に
婚
姻
お
よ
び
家
庭
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
を
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
の
見
地
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
に
立
っ
て
定
め
る
法
律
が
制
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
　
（
加
筆
は
原
文
の
も
の
で
あ
る
。
）

　
シ
ロ
ダ
自
身
は
、
こ
れ
を
「
家
庭
の
中
心
で
あ
る
妻
の
権
利
が
、
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
」
、
あ
る
い
は
「
女
性
の
基
本
的
人
権
が
す

べ
て
盛
り
込
ん
で
あ
る
重
要
な
条
項
」
と
考
え
た
。
し
か
し
、
彼
女
の
「
夢
と
理
想
」
は
、
こ
の
一
条
だ
け
で
は
満
足
し
な
い
。
こ
れ
に

つ
づ
い
て
、
シ
ロ
タ
は
、
　
「
日
本
女
性
に
最
高
の
幸
せ
を
贈
」
る
た
め
に
、
　
「
母
性
の
保
護
」
に
つ
い
て
の
条
項
を
も
作
成
す
る
。
さ
ら

に
い
え
ば
、
　
「
私
は
、
女
性
の
権
利
を
具
体
的
に
憲
法
に
書
い
て
あ
れ
ば
、
民
法
で
も
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
は
ず
だ
と
考
え
た
。
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官
僚
に
な
る
の
は
、
大
半
が
男
性
で
あ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
男
性
た
ち
は
、
保
守
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
」
と
い
う
の

が
、
シ
ロ
タ
の
考
え
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
条
文
は
、
ロ
ウ
ス
ト
と
ワ
イ
ル
ズ
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
起
草
し
た
条
文
と
整
理
さ
れ
た
う
え
で
、
人
権

の
章
の
試
案
と
し
て
運
営
委
員
会
と
の
討
議
に
か
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
　
「
憲
法
作
成
作
業
の
G
H
Q
の
ア
メ
リ
カ
人
す
ら
、
女
性
へ

の
理
解
者
で
は
な
か
っ
た
。
」
と
い
う
の
は
、
人
権
小
委
員
会
の
激
し
い
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ロ
タ
が
「
日
本
の
社
会
制
度
、
公

衆
衛
生
、
無
償
の
教
育
制
度
、
医
療
制
度
、
さ
ら
に
養
子
法
お
よ
び
若
年
労
働
と
搾
取
の
禁
止
な
ど
、
ど
れ
も
不
幸
な
立
場
の
日
本
の
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

性
と
、
か
わ
い
そ
う
な
子
供
た
ち
を
救
い
た
い
気
持
ち
を
書
い
た
」
と
い
う
諸
規
定
は
、
　
「
憲
法
に
入
れ
る
に
は
細
か
す
ぎ
る
。
原
則
を

書
い
て
お
く
だ
け
に
と
ど
め
、
詳
細
は
制
定
法
に
よ
る
べ
き
だ
」
と
す
る
ケ
ー
デ
ィ
ス
ら
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
削
ら
れ
て
し
ま
っ

　
　
　
　
（
1
6
）

た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
家
庭
と
婚
姻
に
関
す
る
「
シ
ロ
タ
草
案
」
に
つ
い
て
は
、
　
「
婚
姻
と
家
庭
と
は
、
法
の
保
護
を
受
け
る
。
婚
姻
と
家
庭

と
は
、
両
性
が
法
律
的
に
も
社
会
的
に
も
平
等
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
　
「
文
章
を
も
う
少
し
簡
潔
に
」
す
る

よ
う
指
示
が
な
さ
れ
た
ほ
か
は
、
議
論
が
な
か
っ
た
、
と
シ
ロ
タ
は
述
べ
て
い
る
。
　
（
実
際
、
そ
の
討
議
の
場
で
は
、
わ
ず
か
に
「
当
然
」
が

「
争
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」
に
改
め
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
つ
い
で
こ
れ
が
、
運
営
委
員
会
に
よ
る
最
終
的
な
検
討
を
へ
て
総
司
令
部
案
と
な
る
。
そ
の
第
二
三
条
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奪
蔚
鷺

　
　
　
．
、
醤
Φ
賦
巨
一
口
ω
爵
①
富
駐
。
9
q
e
き
の
。
。
一
Φ
昌
拶
巳
一
冨
訂
匿
三
g
窪
・
£
。
a
。
箒
≦
一
b
Φ
昌
①
暮
Φ
爵
Φ
醤
け
一
g
・
頃
①
昌
8

　
　
日
舘
冨
碧
き
q
9
Φ
碕
巨
ξ
費
Φ
胃
。
§
け
a
ξ
冨
ヨ
”
巳
三
思
①
お
ξ
。
こ
巴
昌
a
爵
暮
夢
Φ
蓄
げ
巴
＝
婁
唇
g
爵
①

帖
ミ
房
建
息
貯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裏
＆

琶
§
讐
邑
一
Φ
覧
簿
巳
¢
。
。
巨
8
琶
ξ
・
凄
。
爵
ω
器
9
＞
暮
g
崖
け
q
書
。
羅
⇒
§
警
①
a
。
ご
舘
Φ
§
一
8
Φ
琶
。
ダ
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§
執
蕊
黛
誉
ミ
～
嘗
ミ
魯

　
　
即
民
唇
8
8
。
冨
翼
一
・
巳
聾
㊦
＆
g
§
一
a
。
巨
昌
豊
。
挙
審
語
8
昌
3
受
ε
§
の
①
讐
旨
冨
臣
萄
一
一
げ
。
ぎ
畠
箒
α
る
こ

　
　
お
三
簿
。
＆
ξ
。
爵
①
富
＜
一
①
惹
髭
9
。
一
8
・
㌦
8
。
ま
p
胃
。
b
霞
身
語
算
9
一
嘗
。
旨
き
。
p
畠
。
一
8
・
ま
。
巨
畠
p
島
＜
。
§
餌
＆

　
　
・
ぎ
り
暴
ぴ
§
ε
①
詳
巴
巳
昌
讐
。
§
三
謎
s
巳
夢
Φ
雷
巨
一
二
3
日
夢
。
器
巳
b
・
嘗
g
営
鉱
三
身
巴
α
蒔
巳
身
餌
こ
夢
①

　
　
①
器
窪
証
巴
8
q
巴
一
昌
O
馬
け
げ
①
8
器
9
、
．
（
「
シ
ロ
タ
草
案
」
が
総
司
令
部
案
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
）

　
こ
れ
を
「
シ
ロ
タ
草
案
」
と
比
べ
て
み
る
と
、
　
「
そ
れ
故
、
婚
姻
と
家
庭
と
は
、
法
の
保
護
を
受
け
る
」
と
い
う
一
句
が
除
か
れ
て
い

　
　
　
（
1
8
）

る
こ
と
と
、
そ
の
あ
と
に
「
婚
姻
と
家
庭
と
は
」
云
々
と
あ
っ
た
の
が
、
　
「
婚
姻
は
幅
云
々
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
特
に
注
目
さ
れ

る
。

　
そ
れ
で
は
、
運
営
委
員
会
の
検
討
の
結
果
、
　
「
シ
ロ
タ
草
案
」
の
意
図
な
い
し
目
的
は
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、

シ
ロ
タ
自
身
は
、
　
「
明
治
憲
法
に
一
字
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
『
女
性
』
や
『
児
童
』
の
文
字
を
、
と
に
か
く
新
し
い
憲
法
の
中
に
入
れ

る
こ
と
は
で
き
た
の
だ
。
ケ
ー
デ
ィ
ス
大
佐
ら
に
削
ら
れ
た
条
項
の
こ
と
は
く
や
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
や
る
だ
け
は
や
っ
た
の
だ
」
と
述

べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
い
っ
て
、
一
応
総
司
令
部
案
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
方
、
総
司
令
部
案
の
意
図
を
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
に
対
し
説
明
す
る
た
め
に
（
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
民
政
局
長
に
よ
っ
て
）
添
え
ら
れ
た
「
覚
え
書
き
」
に
、
　
「
こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
に
は
、

時
代
錯
誤
的
な
家
族
慣
習
　
　
こ
れ
は
日
本
に
お
け
る
封
建
的
諸
制
度
を
永
続
化
す
る
傾
き
を
も
つ
も
の
だ
が
ー
を
除
去
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

目
的
と
し
た
も
の
も
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
別
の
表
現
が
と
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
第
二
三
条
を
指
し
て
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
い
う
「
時
代
錯
誤
的
な
家
族
慣
習
（
巷
跨
ぼ
・
昌
誉
貯
且
一
旨
馨
・
暴
）
」
が
、
　
「
親
の
強
制
」

と
「
男
性
の
支
配
」
に
よ
る
戦
前
の
家
庭
生
活
を
含
む
こ
と
も
、
お
そ
ら
く
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、

そ
の
間
の
文
言
の
変
化
は
、
　
「
シ
ロ
タ
草
案
」
の
内
容
の
変
化
ま
で
も
意
味
し
な
い
も
の
と
み
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
う
し
て
シ
ロ
タ
は
、
極
秘
の
う
ち
に
、
　
「
一
国
の
憲
法
」
を
「
一
週
間
」
で
書
き
終
え
る
。
そ
し
て
、
前
文
と

本
文
九
二
か
条
か
ら
な
る
総
司
令
部
案
は
、
二
月
一
二
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
承
認
を
う
け
て
出
来
あ
が
る
。
の
み
な
ら
ず
、
シ
ロ
タ
は
、

「
は
か
ら
ず
も
」
そ
の
着
床
と
も
い
う
べ
き
瞬
間
に
立
ち
会
う
こ
と
に
な
る
。

㈲
　
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
日
本
側
と
総
司
令
部
側
が
徹
夜
で
憲
法
案
を
審
議
し
た
さ
い
、
通
訳
と
し
て
同
席
し
て
い
た
ジ
ョ
セ
フ
・
ゴ
ー

　
ド
ン
（
き
器
喜
Q
o
巳
9
）
と
知
り
合
い
、
一
九
四
七
年
五
月
に
一
年
半
の
日
本
滞
在
を
終
え
て
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
た
後
、
彼
と
結
婚
し
て
い
る
。
こ
こ

　
で
は
、
当
時
の
氏
名
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
田
中
英
夫
・
憲
法
制
定
過
程
覚
え
書
二
壬
二
－
三
四
頁
（
一
九
七
九
年
）
　
〔
以
下
「
田
中
英
夫
」
と
し
て
引
用
〕

　
で
も
、
彼
女
の
履
歴
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

⑥
　
こ
の
章
で
か
ぎ
か
っ
こ
書
き
の
部
分
は
、
別
段
の
表
示
が
な
い
限
り
、
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
・
一
九
四
五
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
（
一
九
九
五
年
）

　
〔
以
下
「
ベ
ア
テ
」
と
略
記
〕
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
諒
承
し
て
お
か
れ
た
い
。

㈲
　
ベ
ア
テ
ニ
一
一
九
頁
。

ω
　
同
書
四
〇
頁
で
は
、
当
時
の
民
政
局
の
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
、
　
「
民
政
局
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
、
か
つ
て
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
大
恐
慌
克
服
の

　
た
め
に
諸
改
革
を
行
っ
た
、
か
の
〈
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
〉
の
信
奉
者
で
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
自
認
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
で
果
た
せ

　
な
か
っ
た
改
革
の
夢
を
、
焼
け
野
原
の
日
本
で
実
現
志
せ
た
い
と
い
う
情
熱
を
持
っ
て
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

㈲
　
ケ
ー
デ
ィ
ス
氏
自
ら
が
憲
法
制
定
過
程
を
明
か
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
L
・
ケ
ー
デ
ィ
ス
・
竹
前
栄
治
巳
岡
部
史
信
（
訳
）
　
「
日
本
国
憲
法
制
定
に
お
け

　
る
ア
メ
リ
カ
の
役
割
（
上
・
下
）
」
法
律
時
報
六
五
巻
六
号
二
七
頁
、
三
三
頁
、
七
号
一
三
頁
（
一
九
九
三
年
）
も
、
こ
の
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
な
お
、

　
一
九
九
六
年
六
月
二
Q
日
付
け
の
朝
日
新
聞
夕
刊
は
、
五
百
旗
頭
真
教
授
の
談
話
と
と
も
に
、
ケ
ー
デ
ィ
ス
氏
の
計
報
を
伝
え
て
い
る
。

⑨
　
田
中
英
夫
二
二
四
頁
は
、
人
権
小
委
員
会
三
人
の
う
ち
、
　
「
戦
前
の
日
本
を
知
っ
て
い
る
二
人
は
、
日
本
が
、
軍
事
的
大
国
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
社
会

　
生
活
は
貧
し
く
、
か
つ
強
者
の
支
配
が
ま
か
り
通
っ
て
い
た
と
い
う
事
態
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
と
く
に
シ
ロ

　
タ
は
、
女
性
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
男
女
の
不
平
等
、
父
の
子
に
対
す
る
専
制
的
支
配
に
対
し
て
強
い
批
判
を
も
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
た
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う
え
で
、
そ
れ
だ
け
に
「
改
革
者
的
情
熱
」
か
ら
、
の
ち
に
書
き
あ
げ
ら
れ
る
人
権
の
章
の
試
案
に
、
改
革
の
ポ
リ
シ
ー
を
謳
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
的
規
定

　
が
数
多
く
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
説
い
て
い
る
。

⑳
　
ベ
ア
テ
一
二
〇
八
頁
は
、
　
コ
九
五
〇
年
代
に
入
っ
て
日
本
で
憲
法
『
改
正
』
の
動
き
が
起
こ
っ
た
。
私
は
、
当
時
、
二
二
歳
の
女
性
が
書
い
た
憲
法
と

　
い
う
こ
と
を
口
実
に
、
人
権
条
項
を
改
変
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
実
際
、
憲
法
『
改
正
』
の
動
き
の
時
に
、
『
世
間
知
ら
ず
の
若
い
娘
が
、
日
本
国
憲

　
法
の
制
定
に
加
わ
っ
て
い
た
』
と
い
う
こ
と
が
、
問
題
に
な
っ
た
の
だ
。
私
は
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
身
近
な
人
に
も
憲
法
の
こ
と
は
い
っ
さ
い
言

　
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
」
と
い
う
。

ω
　
ベ
ア
テ
一
四
八
頁
。

⑬
　
あ
る
い
は
、
こ
れ
よ
り
前
、
ケ
ー
デ
ィ
ス
氏
と
と
も
に
来
日
中
の
ゴ
ー
ド
ン
夫
人
を
取
材
し
た
「
ベ
ア
テ
の
日
本
国
憲
法
」
朝
日
新
聞
『
九
九
三
年
四

　
月
二
六
日
夕
刊
、
四
月
二
七
日
夕
刊
、
四
月
二
八
日
夕
刊
の
う
ち
、
後
の
記
事
で
は
、
　
「
女
性
の
権
利
を
担
当
し
た
ベ
ア
テ
は
『
参
考
に
し
た
の
は
ス
カ

　
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
国
の
憲
法
』
と
い
い
、
　
『
日
本
の
学
者
の
案
は
研
究
し
ま
せ
ん
で
し
た
』
と
話
し
て
い
る
」
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑬
　
ベ
ア
テ
一
五
三
ー
五
六
頁
。

⑳
　
高
柳
1
1
大
友
“
田
中
一
巻
二
二
三
、
二
二
五
頁
の
翻
訳
に
よ
る
。
な
お
、
ベ
ア
テ
一
五
六
頁
を
見
よ
。
参
考
ま
で
に
、
シ
ロ
タ
が
こ
の
条
文
の
「
お
手

　
本
」
に
し
た
と
い
う
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
二
九
条
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。
訳
文
は
、
高
木
八
尺
”
末
延
三
次
1
1
宮
沢
俊
義
（
編
）
・
人
権
宣
言
集
一
一
〇

　
三
頁
（
一
九
五
七
年
）
に
よ
っ
た
。

　
「
（
一
）
婚
姻
は
、
家
族
生
活
お
よ
び
国
民
の
維
持
・
増
殖
の
基
礎
と
し
て
、
憲
法
の
特
別
の
保
護
を
う
け
る
。
婚
姻
は
、
両
性
の
同
権
を
基
礎
と
す
る
。

　
（
二
）
家
族
の
清
潔
維
持
、
健
全
化
お
よ
び
社
会
的
助
長
は
、
国
お
よ
び
市
町
村
の
任
務
で
あ
る
。
子
供
の
多
い
家
庭
は
、
こ
れ
を
埋
合
わ
せ
る
配
慮
を

　
　
　
　
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。

　
（
ゴ
一
）
母
性
は
、
国
の
保
護
お
よ
び
配
慮
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。
」

⑯
　
ベ
ア
テ
｝
六
～
1
六
五
、
一
八
六
ー
八
八
頁
に
、
そ
の
紹
介
が
あ
る
。

⑯
　
こ
の
点
に
つ
き
、
田
中
英
夫
二
二
〇
頁
は
、
　
「
非
法
律
家
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
人
権
に
関
す
る
小
委
員
会
が
、
新
し
い
日
本
の
姿
に
対
す

　
る
理
想
を
で
き
る
だ
け
憲
法
の
中
に
盛
り
込
も
う
と
し
た
の
に
対
し
、
法
律
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
運
営
委
員
会
が
、
人
権
の
章
を
裁
判
所
が
違

　
憲
立
法
審
査
権
の
行
使
を
通
し
て
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
で
き
る
条
文
を
中
心
に
構
成
し
よ
う
と
し
、
立
法
に
ま
か
せ
て
よ
い
も
の
は
な
る
べ
く
憲
法
か
ら
は
省
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く
の
が
よ
い
と
の
立
場
を
と
っ
た
こ
と
に
あ
る
」
と
説
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
で
も
な
お
シ
ロ
タ
が
書
い
た
条
項
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
字
句

　
を
大
幅
に
修
正
さ
れ
た
う
え
で
、
現
在
の
条
文
（
児
童
酷
使
の
禁
止
、
勤
労
の
権
利
、
国
の
社
会
的
使
命
な
ど
）
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

qの

　
高
柳
“
大
友
“
田
中
一
巻
二
二
二
－
二
五
、
二
七
六
ー
七
八
頁
に
は
、
　
「
シ
ロ
タ
草
案
」
と
総
司
令
部
案
の
そ
れ
ぞ
れ
の
原
文
と
翻
訳
が
掲
げ
ら
れ
て

　
い
る
。

⑬
　
高
柳
賢
三
拝
大
友
一
郎
“
田
中
英
夫
・
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程
H
一
六
九
i
七
〇
頁
（
一
九
七
二
年
）
　
〔
以
下
「
高
柳
”
大
友
陛
田
中
二
巻
」
と

　
し
て
引
用
〕
に
よ
れ
ば
、
　
「
こ
れ
は
、
…
…
運
営
委
員
会
に
よ
る
最
終
的
検
討
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
憲
法
で
規
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か

　
は
疑
問
で
あ
り
、
む
し
ろ
流
律
の
規
定
に
ま
つ
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
。

⑬
　
高
柳
匿
大
友
“
田
中
｝
巻
三
〇
五
頁
以
下
の
「
〔
総
司
令
部
側
〕
憲
法
改
正
〔
案
〕
の
説
明
の
た
め
の
覚
え
書
き
」
の
文
書
中
三
〇
九
頁
。

㈲
　
田
中
英
夫
二
二
八
頁
は
、
　
「
シ
ロ
タ
草
案
」
を
評
し
て
「
旧
家
族
法
的
な
『
家
』
制
度
に
対
す
る
強
い
批
判
を
示
し
て
い
る
」
と
み
る
。

三
　
日
本
案

　
二
月
二
二
日
に
総
司
令
部
案
の
提
示
を
う
け
た
日
本
政
府
は
、
結
局
二
月
二
六
日
の
閣
議
で
、
そ
れ
を
受
け
容
れ
、
総
司
令
部
案
の
線

に
沿
っ
て
憲
法
改
正
を
行
な
う
こ
と
を
正
式
に
決
定
す
る
。
そ
の
時
、
　
「
早
急
の
う
ち
に
訳
さ
れ
た
」
総
司
令
部
案
全
体
の
「
外
務
省
仮

訳
」
が
配
布
さ
れ
た
。
　
「
日
本
の
閣
議
が
は
じ
め
て
マ
ッ
カ
ア
サ
ア
草
案
の
内
容
を
知
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
論
議
し
た
の
は
、
そ
の
英
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

の
原
文
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
こ
の
閣
議
配
布
案
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
」
　
「
閣
議
配
布
案
」
に
よ
れ
ば
、
総
司
令
部
案
第
二
三
条
は
、
次

　
　
　
　
　
（
2
2
）

の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
家
族
ハ
人
類
社
会
ノ
基
底
ニ
シ
テ
其
ノ
伝
統
ハ
善
カ
レ
悪
シ
カ
レ
国
民
二
滲
透
ス
婚
姻
ハ
男
女
両
性
ノ
法
律
上
及
社
会
上
ノ
争
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フ
可
カ
ラ
サ
ル
平
等
ノ
上
二
存
シ
両
親
ノ
強
要
ノ
代
リ
ニ
相
互
同
意
ノ
上
二
基
礎
ツ
ケ
ラ
レ
且
男
性
支
配
ノ
代
リ
ニ
協
力
二
依
リ
維

　
　
持
セ
ラ
ル
ヘ
シ
此
等
ノ
原
則
二
反
ス
ル
諸
法
律
ハ
廃
止
セ
ラ
レ
配
偶
者
ノ
選
択
、
財
産
権
、
相
続
、
住
所
ノ
選
定
、
離
婚
並
二
婚
姻

　
　
及
家
族
二
関
ス
ル
其
ノ
他
ノ
事
項
ヲ
個
人
ノ
威
厳
及
両
性
ノ
本
質
的
平
等
二
立
脚
ス
ル
他
ノ
法
律
ヲ
以
テ
之
二
代
フ
ヘ
シ
」
。
（
傍

　
　
線
の
部
分
は
、
「
外
務
省
仮
訳
」
で
は
「
本
質
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
法
制
局
で
そ
れ
が
訂
正
さ
れ
た
結
果
、
「
閣
議
配
布
案
」
で
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て

　
　
い
る
。
）

　
そ
こ
で
、
松
本
丞
｛
治
国
務
大
臣
の
も
と
で
佐
藤
達
夫
法
制
局
第
一
部
長
が
中
心
と
な
り
、
日
本
案
の
作
成
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

　
佐
藤
達
夫
は
、
　
「
ま
ず
マ
草
案
の
内
容
に
目
を
通
し
て
、
そ
れ
が
憲
法
問
題
調
査
委
員
会
の
案
と
は
ち
が
っ
た
飛
躍
的
な
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

思
い
が
け
な
い
内
容
の
、
し
か
も
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
条
文
に
充
ち
み
ち
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
非
常
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
」
と
い
う
。

と
も
あ
れ
、
　
「
マ
草
案
を
横
目
に
に
ら
み
」
な
が
ら
三
月
二
日
ま
で
に
全
体
に
わ
た
っ
て
一
応
書
き
終
え
ら
れ
た
試
案
が
、
　
「
三
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

案
」
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
　
「
第
三
章
」
の
人
権
の
章
を
担
当
し
た
佐
藤
は
、
総
司
令
部
案
に
「
相
当
大
幅
な
調
整
を
加
え
」
る
。
そ
し

て
、
　
「
マ
草
案
第
壬
二
条
中
の
『
家
族
ハ
人
類
社
会
ノ
基
底
ニ
シ
テ
其
ノ
伝
統
ハ
善
カ
レ
悪
シ
カ
レ
国
民
二
滲
透
ス
』
の
一
節
は
、
そ
れ

自
体
、
別
段
の
法
律
的
意
味
が
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
体
裁
の
上
で
も
日
本
流
の
法
文
の
形
に
な
じ
ま
な
い
と
い
う
気
持
か
ら
日
本
案
に

　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

は
加
え
な
か
っ
た
」
と
、
佐
藤
は
語
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
　
「
三
月
二
日
案
」
の
第
三
七
条
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
「
婚
姻
ハ
男
女
相
互
ノ
合
意
二
基
キ
テ
ノ
ミ
成
立
シ
、
且
夫
婦
ガ
同
等
ノ
権
利
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
基
本
ト
シ
相
互
ノ
協
力
二
依
リ

　
　
維
持
セ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
。
」

　
こ
の
「
三
月
二
日
案
」
は
、
三
月
四
日
（
月
曜
日
）
、
日
本
文
の
ま
ま
、
取
り
あ
え
ず
総
司
令
部
に
提
出
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
案
の

英
訳
を
終
え
た
ケ
ー
デ
ィ
ス
ら
は
、
突
然
、
確
定
案
を
作
る
こ
と
を
申
し
入
れ
、
日
本
側
と
逐
条
の
検
討
に
入
る
。
そ
こ
に
通
訳
と
し
て
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（
2
7
）

出
席
し
て
い
た
の
が
、
シ
ロ
タ
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
の
様
子
を
、
佐
藤
達
夫
は
、
こ
う
記
し
て
い
る
。
　
「
日
本
側
で
は
、
私
が
法
律
論

の
相
手
を
つ
と
め
…
…
た
。
私
の
通
訳
は
、
大
体
ミ
ス
・
シ
ロ
タ
と
い
う
司
令
部
側
の
若
い
婦
人
が
や
っ
て
く
れ
た
。
－
…
・
法
律
用
語
に

さ
え
気
を
付
け
て
お
れ
ば
、
こ
の
シ
ロ
タ
嬢
で
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
は
日
本
に
長
く
い
た
音
楽
家
レ
オ
。
シ
ロ
タ
氏
の
娘
と
聞
い
て

い
た
だ
け
に
、
日
本
語
も
よ
く
わ
か
る
し
、
頭
も
鋭
敏
で
私
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
ま
ま
に
伝
え
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
な

お
、
白
洲
氏
に
も
と
き
ど
き
発
言
を
た
の
ん
だ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
）

　
折
衝
は
徹
夜
で
行
な
わ
れ
る
。
審
議
が
人
権
条
項
に
入
る
と
、
シ
ロ
タ
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
る
。

　
　
「
次
の
人
権
に
関
す
る
条
項
は
、
日
本
の
国
に
は
向
か
な
い
点
が
多
々
あ
り
ま
す
」

　
　
　
日
本
側
の
発
言
に
、
私
の
眠
気
は
吹
っ
飛
ん
だ
。
そ
し
て
、
日
本
人
に
は
適
さ
な
い
点
が
次
々
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、

　
　
聞
き
捨
て
な
ら
な
い
発
言
も
あ
っ
た
。

　
　
「
女
性
の
権
利
の
問
題
だ
が
、
日
本
に
は
、
女
性
が
男
性
と
同
じ
権
利
を
持
つ
土
壌
は
な
い
。
日
本
女
性
に
は
適
さ
な
い
条
文
が
目

　
　
立
つ
」

　
　
　
通
訳
と
し
て
会
議
に
出
て
い
た
私
は
、
日
本
側
の
言
い
分
を
正
確
に
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
気
持
ち
は
複
雑
だ
っ
た
。

　
　
「
し
か
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
i
元
帥
は
、
占
領
政
策
の
最
初
に
婦
人
の
選
挙
権
の
授
与
を
進
め
た
よ
う
に
、
女
性
の
解
放
を
望
ん
で
お

　
　
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
条
項
は
、
こ
の
日
本
で
育
っ
て
、
日
本
を
よ
く
知
っ
て
い
る
ミ
ス
・
シ
ロ
タ
が
、
日
本
女
性
の
立
場
や
気

　
　
持
ち
を
考
え
な
が
ら
、
一
心
不
乱
に
書
い
た
も
の
で
す
。
悪
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
パ
ス
さ
せ
ま

　
　
せ
ん
か
？
」

　
　
　
ケ
ー
デ
ィ
ス
大
佐
の
言
葉
に
、
日
本
側
の
佐
藤
達
夫
さ
ん
や
白
洲
さ
ん
ら
が
一
斉
に
私
を
見
た
。
彼
ら
は
、
私
を
日
本
人
に
好
意
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を
持
っ
て
い
る
通
訳
と
し
て
見
て
い
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
た
の
だ
っ
た
。

　
　
一
瞬
、
空
白
の
時
が
あ
っ
た
。

　
「
こ
の
シ
ロ
タ
さ
ん
が
？
　
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
ケ
！
デ
ィ
ス
大
佐
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
に
し
ま
し
ょ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
日
本
側
は
、
私
の
顔
を
見
て
承
諾
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

こ
れ
に
対
し
、
佐
藤
達
夫
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
　
「
先
方
は
日
本
案
の
第
三
章
は
マ
草
案
と
す
っ
か
り
ち
が
っ
て
い
る
、
こ
れ
を
審
議
し
て
も
意
味
が
な
い
・
と
い
い
出
し
た
。
こ

　
れ
に
対
し
て
は
、
白
洲
次
長
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
案
は
、
条
文
の
順
序
な
ど
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
根
本
趣
旨
に

　
お
い
て
マ
草
案
と
大
き
な
ち
が
い
は
な
い
・
と
い
う
こ
と
を
弁
明
し
た
が
、
と
に
か
く
、
マ
草
案
を
台
本
と
し
て
進
行
す
る
こ
と
と

　
な
っ
た
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

そ
し
て
、
彼
は
こ
う
説
い
て
い
る
。

　
　
「
婚
姻
及
び
家
族
生
活
に
関
す
る
第
二
三
条
の
最
初
の
部
分
『
家
族
ハ
人
類
社
会
ノ
基
底
ニ
シ
テ
其
ノ
伝
統
ハ
善
カ
レ
悪
シ
カ
レ

　
国
民
二
滲
透
ス
…
…
』
は
、
文
章
と
し
て
日
本
の
法
制
の
体
裁
に
合
わ
な
い
か
ら
・
と
い
う
こ
と
で
削
る
こ
と
に
同
意
を
得
、
ま
た
、

　
『
両
親
ノ
強
要
ノ
代
リ
ニ
…
－
、
男
性
支
配
ノ
代
リ
ニ
…
…
』
と
い
っ
た
よ
う
な
表
現
を
改
め
て
、
日
本
案
第
三
七
条
の
形
に
し
た
。

　
　
な
お
、
後
段
の
『
此
等
ノ
原
則
二
反
ス
ル
諸
法
律
ハ
廃
止
セ
ラ
レ
…
…
他
ノ
法
律
ヲ
以
テ
之
二
代
フ
ヘ
シ
』
は
同
じ
マ
草
案
第
九

　
〇
条
の
『
此
ノ
憲
法
－
…
ハ
国
民
ノ
至
上
法
ニ
シ
テ
其
ノ
規
定
二
反
ス
ル
公
ノ
法
律
…
…
ハ
法
律
上
ノ
効
力
ヲ
有
セ
サ
ル
ヘ
シ
』
に

　
よ
っ
て
完
全
に
カ
バ
ー
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
結
果
、
こ
れ
を
削
っ
て
、
そ
の
部
分
を
『
配
偶
者
ノ
選
択
、
財
産
権
、
相
続
…
…

其
ノ
他
ノ
事
項
二
関
シ
個
人
ノ
威
厳
及
両
性
ノ
本
質
的
平
等
二
立
脚
セ
ル
法
律
ヲ
制
定
ス
ヘ
シ
』
と
い
う
よ
う
な
形
で
マ
草
案
第
二
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項
を
と
り
入
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
先
方
は
改
善
だ
と
い
っ
た
。
こ
れ
が
新
二
二
条
と
な
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

　
そ
の
結
果
「
新
二
二
条
」
は
、
次
の
よ
う
に
落
ち
着
く
。

　
　
　
「
婚
姻
ハ
男
女
相
互
ノ
合
意
二
基
キ
テ
ノ
ミ
成
立
シ
、
且
夫
婦
ガ
同
等
ノ
権
利
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
基
本
ト
シ
相
互
ノ
協
力
二
依
リ

　
　
維
持
セ
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
配
偶
者
ノ
選
択
、
財
産
権
、
相
続
、
住
所
ノ
選
定
、
離
婚
並
二
婚
姻
及
家
族
二
関
ス
ル
其
ノ
他
ノ
事
項
二
関
シ
個
人
ノ
威
厳
及
両

　
　
性
ノ
本
質
的
平
等
二
立
脚
セ
ル
法
律
ヲ
制
定
ス
ヘ
シ
」
。
　
（
こ
の
と
き
に
、
そ
れ
ま
で
一
つ
の
条
文
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
の
が
、
二
項
に
分
け

　
　
ら
れ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
こ
う
し
て
「
新
二
二
条
」
は
、
　
「
三
月
二
日
案
」
よ
り
「
総
司
令
部
案
に
近
い
案
に
戻
っ
た
」
う
え
で
、
全
条
文
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

て
「
三
月
五
日
案
］
と
な
る
。
そ
こ
で
、
日
本
政
府
は
、
こ
れ
を
政
府
案
と
す
る
こ
と
に
決
め
、
日
本
文
の
表
現
を
整
え
た
あ
と
、
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

六
日
、
急
転
直
下
、
　
「
憲
法
改
正
草
案
要
綱
」
と
し
て
発
表
し
た
。
そ
の
第
二
二
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
婚
姻
ハ
両
性
双
方
ノ
合
意
二
基
キ
テ
ノ
ミ
成
立
シ
且
夫
婦
ガ
同
等
ノ
権
利
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
基
本
ト
シ
相
互
ノ
協
力
二
依
リ
維

　
　
持
セ
ラ
ル
ベ
キ
コ
ト

　
　
　
配
偶
ノ
選
択
、
財
産
権
、
相
続
、
住
所
ノ
選
定
、
離
婚
並
二
婚
姻
及
家
族
二
関
ス
ル
其
ノ
他
ノ
事
項
二
関
シ
個
人
ノ
権
威
及
両
性

　
　
ノ
本
質
的
平
等
二
立
脚
ス
ル
法
律
ヲ
制
定
ス
ベ
キ
コ
ト
」
。

　
さ
ら
に
こ
れ
が
、
字
句
を
修
正
さ
れ
、
ひ
ら
が
な
口
語
体
で
条
文
化
さ
れ
た
も
の
が
、
次
に
か
か
げ
る
四
月
一
七
日
発
表
の
「
憲
法
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

正
草
案
」
第
二
二
条
と
な
る
。

　
　
　
「
婚
姻
は
、
両
性
の
合
意
に
基
い
て
の
み
成
立
し
、
夫
婦
が
同
等
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
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維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
配
偶
者
の
選
択
、
財
産
権
、
相
続
、
住
居
の
選
定
、
離
婚
拉
び
に
婚
姻
及
び
家
族
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
て
は
、
法
律

　
　
は
、
個
人
の
権
威
と
両
性
の
本
質
的
平
等
に
立
脚
し
て
、
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
こ
の
う
ち
、
間
も
な
く
開
か
れ
た
枢
密
院
の
審
議
の
最
中
に
、
政
府
側
に
よ
っ
て
字
句
の
訂
正
が
な
さ
れ
、
　
「
両
性
の
合
意
に
基
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

の
み
」
と
い
う
文
言
が
「
両
性
の
合
意
の
み
に
基
い
て
」
に
修
正
さ
れ
る
。
結
局
、
こ
れ
が
成
案
と
な
っ
て
議
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
は
じ
め
、
　
「
こ
の
条
文
は
、
婚
姻
と
夫
婦
お
よ
び
そ
の
子
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
家
庭
と
に
つ
い
て
、
双
方
に

等
し
く
重
点
を
置
い
て
規
定
す
る
も
の
か
ら
、
漸
次
、
主
と
し
て
婚
姻
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
面
に
お
け
る
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

の
尊
厳
と
両
性
の
平
等
を
強
調
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」

　
問
題
は
、
そ
の
枢
密
院
の
審
査
委
員
会
で
委
員
と
政
府
側
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
と
い
う
、
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
で
あ
る
。
　
「
家
族

制
度
に
つ
い
て
、
林
委
員
か
ら
の
『
第
二
二
条
は
、
家
族
制
度
を
廃
止
す
る
趣
旨
か
。
』
と
い
う
質
問
に
対
し
、
佐
藤
は
『
個
人
主
義
の

原
則
に
立
つ
こ
と
に
な
る
が
、
家
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
　
『
本
質
的
平
等
』
で
あ
っ
て
平
面
的
平
等
で
は
な
い
。
』

　
　
　
（
3
8
）

と
答
え
た
。
」

　
第
二
二
条
の
立
案
者
と
し
て
、
佐
藤
達
夫
が
「
家
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
シ
ロ
タ

が
「
生
き
て
行
く
人
間
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
も
の
は
、
　
”
家
庭
“
で
あ
り
、
そ
の
家
庭
の
中
で
は
”
男
女
は
平
等
で
あ
る
“
こ
と
を
謳
っ
」

た
と
い
い
、
ま
た
総
司
令
部
が
「
時
代
錯
誤
的
な
家
族
慣
習
…
－
を
除
去
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
」
と
い
う
そ
の
「
根
本
趣
旨
」
と
、

「
大
き
な
ち
が
い
」
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
総
司
令
部
側
と
日
本
側
の
双
方
に
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十
分
な
認
識
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
　
「
家
族
ハ
人
類
社
会
ノ
基
底
ニ
シ
テ
其
ノ
伝
統
ハ
善
カ
レ
悪
シ
カ
レ
国
民
二
滲
透
ス
」
と
い
う
法
文

は
、
体
栽
の
善
し
悪
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
精
神
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
削
ら
れ
ず
に
す
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。

囲
　
宮
沢
俊
義
”
佐
藤
功
「
マ
ッ
カ
ア
サ
ア
憲
法
草
案
解
説
」
国
家
学
会
雑
誌
六
八
巻
｝
・
二
号
一
頁
、
四
頁
（
一
九
五
四
年
）
。
な
お
、
そ
こ
で
は
、

　
「
閣
議
配
布
案
」
に
お
い
て
訂
正
さ
れ
た
「
外
務
省
仮
訳
」
の
字
句
も
、
あ
わ
せ
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

幽
　
訳
文
は
、
前
註
に
記
し
た
巻
末
の
「
マ
ッ
カ
ア
サ
ア
憲
法
草
案
」
に
よ
っ
た
。

圏
　
佐
藤
達
夫
・
日
本
国
憲
法
成
立
史
第
三
巻
一
六
頁
（
佐
藤
功
補
訂
、
一
九
九
四
年
）
　
〔
以
下
「
佐
藤
達
夫
三
巻
」
と
し
て
引
用
〕
。

図
　
佐
藤
達
夫
三
巻
七
七
頁
。

㈲
　
同
書
七
八
頁
。

囲
　
同
書
九
七
頁
。

吻
　
同
書
一
一
〇
頁
。
引
用
文
中
「
白
洲
氏
」
と
は
、
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
次
長
の
白
洲
次
郎
氏
を
指
し
て
い
る
。

圏
　
ベ
ア
テ
ニ
一
五
－
一
六
頁
。

圏
　
シ
ロ
タ
は
ま
た
別
の
機
会
に
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
（
朝
日
新
聞
一
九
九
三
年
四
月
二
七
日
夕
刊
）
。

　
　
「
男
女
同
権
の
と
こ
ろ
に
来
た
ら
、
日
本
側
が
強
く
反
発
す
る
ん
で
す
。
で
も
ケ
ー
デ
ィ
ス
が
『
こ
れ
は
シ
ロ
タ
嬢
が
確
固
た
る
信
念
で
作
っ
た
か
ら

　
可
決
し
ま
し
ょ
う
』
と
押
し
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
。

岡
　
佐
藤
達
夫
三
巻
｝
一
九
頁
。

岡
　
同
書
一
二
二
頁
。

岡
　
同
書
一
六
六
頁
。

岡
　
田
中
英
夫
七
九
頁
。

図
　
佐
藤
達
夫
三
巻
一
九
一
頁
。
発
表
さ
れ
た
要
綱
を
め
ぐ
り
、
法
制
局
は
内
部
で
関
係
各
省
と
の
打
合
せ
を
行
な
い
、
問
題
点
を
整
理
し
た
と
い
う
。
そ

　
の
う
ち
、
本
条
項
に
つ
い
て
は
、
　
「
相
続
順
位
ノ
問
題
ア
リ
、
家
督
相
続
制
ノ
解
消
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
ラ
ズ
ヤ
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
（
同
書
二



　
四
四
頁
）
Q

岡
　
同
書
三
三
九
頁
。
そ
の
後
の
問
題
に
な
る
が
、
利
谷
信
義
「
我
妻
先
生
と
G
H
Q
」
唄
孝
一
・
家
族
法
著
作
選
集
・
月
報
3
（
一
九
九
二
年
）
は
、
憲

　
法
草
案
の
発
表
後
人
権
小
委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
ロ
ウ
ス
ト
が
、
新
憲
法
の
下
に
お
け
る
民
法
の
改
革
試
案
に
つ
い
て
、
我
妻
栄
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
し
た
記
録
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
る
。

岡
　
佐
藤
達
夫
三
巻
四
三
一
頁
。

綱
　
高
柳
1
1
大
友
11
田
中
二
巻
一
七
〇
頁
。

岡
　
佐
藤
達
夫
三
巻
三
九
七
頁
。
引
用
文
中
「
林
委
員
」
と
は
枢
密
院
の
林
頼
三
郎
顧
問
官
を
、
　
「
佐
藤
」
と
は
佐
藤
達
夫
法
制
局
次
長
（
当
時
）
を
、
そ

　
れ
ぞ
れ
指
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
我
妻
栄
（
編
）
・
戦
後
に
お
け
る
民
法
改
正
の
経
過
二
－
一
七
頁
（
一
九
五
六
年
）
で
は
、
当
時
民
法

　
改
正
に
備
え
て
、
司
法
省
の
奥
野
健
一
民
事
局
長
を
中
心
に
、
家
の
廃
止
を
盛
り
込
ん
だ
「
民
事
局
試
案
」
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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四
　
二
つ
の
小
委
員
会

　
六
月
二
〇
日
、
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
憲
法
改
正
案
は
、
ま
ず
衆
議
院
で
審
議
さ
れ
る
。
本
会
議
に
次
い
で
、
　
（
特
別
）
委
員
会
が

開
か
れ
、
さ
ら
に
修
正
案
の
調
整
の
た
め
に
小
委
員
会
が
置
か
れ
た
。
そ
の
さ
い
、
七
月
三
〇
日
の
第
五
回
小
委
員
会
で
、
第
二
二
条
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

家
族
制
度
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
委
員
会
と
政
府
側
の
間
に
、
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
る
。

　
　
　
芦
田
均
小
委
員
長
「
此
ノ
規
定
ヲ
読
ン
デ
委
員
会
ノ
多
数
ノ
人
ガ
心
配
シ
タ
コ
ト
ハ
、
此
ノ
儘
デ
行
ケ
バ
、
…
…
家
督
相
続
ト
カ
、

　
　
戸
主
権
ト
云
フ
風
ナ
モ
ノ
ガ
総
テ
吹
キ
飛
ン
デ
シ
マ
ツ
テ
、
サ
ウ
云
フ
在
来
ノ
家
ノ
思
想
二
基
ク
家
督
相
続
、
若
ク
ハ
戸
主
権
ノ
如

　
　
キ
モ
ノ
ヲ
残
シ
テ
置
ク
コ
ト
ガ
憲
法
第
二
十
二
条
ト
正
面
衝
突
ヲ
起
シ
ハ
シ
ナ
イ
カ
、
サ
ウ
ナ
ツ
テ
ハ
余
リ
ニ
行
キ
過
ギ
ダ
、
…
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斯
ウ
云
フ
コ
ト
ヲ
心
配
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ス
」
。

　
　
　
金
森
徳
次
郎
国
務
大
臣
「
此
ノ
規
定
カ
ラ
直
接
ニ
サ
ウ
云
フ
結
果
ニ
ナ
ツ
テ
来
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
ナ
イ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
思
フ
ノ
デ

　
　
ア
リ
マ
ス
ガ
、
勿
論
家
ヲ
特
二
認
メ
ナ
イ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
考
へ
方
ノ
議
論
デ
ア
ル
コ
ト
ハ
聞
イ
テ
居
リ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
ソ
レ
ニ
シ

　
　
テ
モ
祀
ヲ
絶
ツ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
考
ヘ
テ
居
ル
モ
ノ
ハ
マ
ダ
聞
キ
マ
セ
ヌ
、
ソ
レ
ハ
迷
信
ノ
問
題
二
近
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
ヵ
、
…
…
此
ノ

　
　
憲
法
第
二
十
二
条
ノ
第
二
項
ノ
規
定
ガ
ソ
コ
マ
デ
制
限
シ
テ
居
ル
ト
云
フ
風
二
読
メ
ル
ト
ハ
実
ハ
考
ヘ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ
デ
シ
タ
、
・

　
　
…
」
。

　
衆
議
院
小
委
員
会
の
目
か
ら
い
え
ば
、
第
二
二
条
の
「
行
過
ギ
」
は
、
他
方
で
、
そ
れ
が
「
全
体
ト
シ
テ
見
ル
ト
、
男
女
ト
云
フ
モ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

「
二
十
二
条
ハ
正
二
其
ノ
趣
意
デ
ア
ツ
テ
、
他
二
家
庭
生
活
ト
カ
或
ハ
家
督
相
続
ト
カ
戸
主
権
ト
カ
云
フ
風
ナ
、
従
来
ノ
日
本
ノ
家
族
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
そ
の
結
果
、
衆
議
院
で
は
、
第
二
二
条
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
の
「
個
人
の
権
威
」
が
「
個
人
の
尊
厳
」
に
改
め
ら
れ
た
ほ
か
は
、
政

　
八
月
二
四
日
に
衆
議
院
で
修
正
可
決
さ
れ
た
憲
法
改
正
案
は
、
つ
い
で
貴
族
院
に
送
付
さ
れ
る
。
　
「
第
二
四
条
に
関
連
し
て
将
来
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
必
）

る
。
そ
の
さ
い
、
一
〇
月
一
日
の
第
三
回
小
委
員
会
で
、
第
二
四
条
に
つ
い
て
、
委
員
の
一
人
か
ら
、
次
の
よ
う
な
修
正
意
見
が
出
さ
れ

ヲ
平
等
、
対
等
二
置
イ
テ
保
護
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
規
定
シ
テ
居
ル
」
こ
と
に
対
す
る
「
心
配
」
を
も
た
ら
す
。
そ
こ
で
、
　
「
親
子
、
兄

弟
、
姉
妹
ノ
関
係
等
ヲ
調
節
ス
ル
」
た
め
に
「
国
民
の
家
庭
生
活
は
保
護
さ
れ
る
」
と
い
う
一
項
を
追
加
す
る
修
正
案
が
出
さ
れ
た
が
、

義
ノ
特
色
ト
ス
ル
所
ヲ
特
二
排
除
ス
ル
意
味
デ
ハ
ナ
イ
」
と
い
う
よ
う
な
説
明
も
あ
っ
て
、
そ
れ
は
撤
回
さ
れ
る
。

府
の
原
案
通
り
と
な
る
と
と
も
に
、
条
文
の
新
設
に
よ
っ
て
「
第
二
二
条
」
が
現
在
の
「
第
二
四
条
」
に
修
正
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

族
制
度
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
問
題
が
詳
細
に
、
か
つ
繰
り
返
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
貴
族
院
に
お
け
る
審
議
の
特
色
で
あ
っ
た
。
」

本
会
議
の
の
ち
、
審
議
は
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
う
え
で
、
修
正
案
作
成
の
た
め
に
秘
密
会
で
開
か
れ
た
、
小
委
員
会
が
設
け
ら
れ



（
4
5
）

た
。

　
　
牧
野
英
一
「
家
族
制
度
ノ
原
則
ト
シ
テ
『
家
族
生
活
は
こ
れ
を
尊
重
す
る
。
法
律
は
家
族
生
活
の
平
和
及
健
全
の
保
持
の
為
に
制

　
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
』
ヲ
ニ
十
四
条
ノ
前
二
設
ケ
テ
戴
キ
タ
イ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

こ
れ
に
つ
づ
い
て
、
翌
二
日
の
第
四
回
小
委
員
会
で
は
、
委
員
の
間
に
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
る
。

　
　
田
所
美
治
「
二
十
四
条
デ
ハ
日
本
ノ
家
族
生
活
ノ
本
質
ヲ
少
シ
モ
現
ハ
シ
テ
居
ラ
ズ
、
之
ヲ
打
壊
シ
テ
居
ル
。
其
処
デ
『
家
族
生

活
は
之
を
尊
重
す
る
』
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
ニ
十
四
条
中
二
入
レ
ル
カ
又
ハ
新
シ
イ
一
ケ
条
ヲ
入
レ
ル
カ
シ
テ
戴
キ
タ
イ
。
之
二
依
ッ
テ

法
律
モ
之
ヲ
尊
重
ス
ル
デ
ア
ラ
ウ
。
」
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霜
山
精
一
「
『
家
族
生
活
』
ト
云
フ
ノ
ハ
不
明
瞭
デ
ア
ル
。
従
来
ノ
家
ト
イ
フ
モ
ノ
ヲ
尊
重
シ
テ
守
リ
立
テ
テ
行
ク
意
味
ナ
ラ
バ
、

二
十
四
条
ト
ハ
両
立
シ
ナ
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
。
」

　
田
所
美
治
「
親
子
、
兄
弟
ト
云
フ
コ
ト
ガ
日
本
ノ
美
俗
デ
ハ
ナ
イ
カ
。
」

　
松
本
学
「
第
三
章
ハ
個
人
ノ
人
権
ノ
、
・
、
ヲ
取
上
ゲ
テ
居
ル
ノ
デ
ハ
ナ
ク
、
同
時
二
社
会
生
活
ノ
コ
ト
ガ
規
定
サ
レ
テ
居
ル
所
二
第

三
章
ノ
妙
味
ガ
ア
ル
。
サ
ゥ
ス
ル
ト
日
本
ノ
社
会
生
活
ニ
ハ
西
洋
ノ
社
会
生
活
ダ
ケ
デ
ナ
ク
、
ソ
レ
ヨ
リ
一
段
下
ニ
ア
ル
独
特
ノ
社

会
生
活
タ
ル
家
ノ
生
活
ガ
ア
ル
カ
ラ
、
之
ヲ
尊
重
ス
ル
趣
旨
ヲ
一
ケ
条
入
レ
ル
コ
ト
ニ
賛
成
ス
ル
。
」

霜
山
精
一
コ
一
十
四
条
二
項
中
二
『
家
族
に
関
す
る
事
項
』
ト
ア
ル
カ
ラ
、
此
処
デ
其
ノ
趣
旨
ノ
規
定
ガ
ナ
サ
レ
テ
居
ル
ノ
デ
ハ
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第
二
四
条
二
項
の

そ
う
い
う
意
味
で
の

ク
出
来
テ
居
ル
ガ
、

第
二
十
四
条
ハ
婚
姻
関
係
カ
ラ
生
ジ
タ
事
柄
シ
カ
規
定
シ
テ
居
ナ
イ
」

る
。　

し
か
し
、
よ
り
基
本
的
な
間
題
は
、
シ
ロ
タ
は
、
彼
ら
が
理
解
し
た
よ
う
に
、

し
て
も
、
は
た
し
て
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

　
ナ
イ
カ
。
」

　
　
浅
井
清
「
現
在
ノ
家
庭
生
活
ヲ
尊
重
ス
ル
ト
云
フ
趣
旨
ナ
ラ
バ
、
霜
山
君
ノ
意
見
ノ
如
ク
解
ス
ル
コ
ト
ニ
依
テ
解
決
サ
レ
ル
ノ
デ

　
ハ
ナ
イ
カ
。
」

　
　
松
本
学
「
二
十
四
条
二
項
ノ
『
家
族
』
ハ
ド
ウ
モ
婚
姻
カ
ラ
出
発
シ
タ
モ
ノ
デ
、
西
洋
ノ
家
族
其
ノ
モ
ノ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ニ
読
マ
レ
、

　
親
子
ヲ
含
ム
モ
ノ
ト
ハ
読
メ
ナ
イ
。
」

　
　
宮
沢
俊
義
「
二
十
四
条
ハ
従
来
ノ
日
本
ノ
家
族
生
活
ニ
ハ
大
キ
ナ
弊
害
ガ
ア
ル
カ
ラ
、
之
ヲ
打
破
シ
テ
民
主
化
シ
ヨ
ウ
ト
ス
ル
ノ

　
ガ
趣
旨
デ
ハ
ナ
イ
カ
。
然
リ
ト
ス
レ
バ
斯
ル
修
正
案
ヲ
挿
入
ス
ル
コ
ト
ハ
ニ
十
四
条
ノ
精
神
二
反
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
。
」

こ
う
し
て
み
る
と
、
は
じ
め
に
「
家
ノ
生
活
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
現
在
ノ
家
庭
生
活
」
で
あ
る
と
説
く
い
わ
ゆ
る
淳
風
美
俗
論
者
は
、

　
　
　
　
　
　
「
家
族
」
は
「
婚
姻
カ
ラ
出
発
シ
タ
…
…
西
洋
ノ
家
族
其
ノ
モ
ノ
」
で
あ
る
と
解
し
、
だ
か
ら
こ
そ
「
家
ノ
生
活
」
は

　
　
　
　
　
　
　
「
家
族
」
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
か
ら
、
や
り
場
の
な
い
不
満
は
、
　
「
第
三
章
ハ
宜

　
　
　
　
　
　
　
我
国
ノ
国
体
ノ
根
本
ニ
ナ
ル
家
族
生
活
ノ
関
係
、
親
子
ノ
忠
孝
ヲ
基
ト
シ
タ
国
体
ノ
コ
ト
ヲ
少
シ
モ
解
シ
テ
居
ラ
ズ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
あ
か
ら
さ
ま
な
発
言
と
な
っ
て
噴
き
出
し
て
来
る
の
で
あ

「
婚
姻
カ
ラ
出
発
シ
タ
…
…
家
族
」
を
考
え
て
い
た
と

い
い
か
え
れ
ば
、
シ
ロ
タ
が
い
う
「
家
庭
」
と
は
、
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「
夫
婦
お
よ
び
そ
の
子
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
家
庭
」
に
限
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
、
シ
ロ
タ
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
家
庭
」
を
念
頭
に
お
き
、
そ
の
上
で
「
婚
姻
」
を
考
え
て
い
た
。
し
か
も
そ
れ
ら
を
貫
い
て
い
た
の

は
、
女
性
と
子
供
の
権
利
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
シ
ロ
タ
が
書
い
た
（
に
も
か
か
わ
ら
ず
総
司
令
部
内
の
検
討
の
結
果
削
除
さ
れ
た
）
条
文
の
一

つ
に
、
　
「
妊
婦
と
乳
児
の
保
育
に
あ
た
っ
て
い
る
母
親
は
、
既
婚
、
未
婚
を
問
わ
ず
、
国
か
ら
守
ら
れ
る
。
彼
女
達
が
必
要
と
す
る
公
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

援
助
が
受
け
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
摘
出
で
な
い
子
供
は
法
的
に
差
別
を
受
け
ず
、
法
的
に
認
め
ら
れ
た
子
供
同
様
に
、
身
体
的
、
知
的
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

社
会
的
に
成
長
す
る
こ
と
に
於
い
て
機
会
を
与
え
ら
れ
る
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
第
二
四
条
二
項
に
い
う
「
家
族
」
が
そ
う
い
う
発
想
で
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
十
分
留
意
さ
れ
て
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
二
四
条
の
修
正
を
め
ぐ
る
小
委
員
会
の
対
立
は
、
こ
の
後
、
特
別
委
員
会
に
持
ち
込
ま
れ
た
う
え
、
さ
ら
に
本
会

議
に
も
つ
れ
こ
む
。
そ
の
結
果
、
貴
族
院
で
は
、
　
「
家
族
生
活
は
こ
れ
を
尊
重
す
る
」
と
い
う
修
正
案
は
、
過
半
数
の
賛
成
を
得
る
も
の

の
、
憲
法
修
正
に
必
要
な
三
分
の
二
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
局
葬
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
憲
法
第
二
四
条
は
、
難
渋
の
末
、
よ
う
や
く
帝
国
議
会
を
通
過
す
る
。
そ
し
て
、
一
〇
月
二
九
日
に
枢
密
院
の
可
決
に
よ
り

生
ま
れ
た
日
本
国
憲
法
は
、
一
一
月
三
日
に
公
布
さ
れ
、
翌
一
九
四
七
年
五
月
三
日
に
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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岡
衆
議
院
事
務
局
（
編
）
・
第
九
〇
回
帝
国
議
会
衆
議
院
帝
国
憲
法
改
正
案
委
員
小
委
員
会
速
記
録
一
四
〇
頁
（
一
九
九
五
年
）
　
〔
以
下
「
小
委
員
会
速

　
記
録
」
と
し
て
引
用
〕
。
当
時
会
議
は
秘
密
会
で
開
か
れ
て
お
り
、
こ
の
議
事
録
も
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
長
い
間
正
式
に
公
開
さ
れ
て
は
い
な
か
っ

　
た
。
た
だ
し
、
審
議
の
大
要
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
達
夫
・
日
本
国
憲
法
成
立
史
第
四
巻
七
二
二
ー
八
三
八
頁
（
佐
藤
功
補
訂
、
一
九
九
四
年
）
　
〔
以
下

　
「
佐
藤
達
夫
四
巻
」
と
し
て
引
用
〕
が
、
政
府
委
員
と
し
て
出
席
を
求
め
ら
れ
て
い
た
著
者
お
よ
び
補
訂
者
ら
の
メ
モ
に
従
い
、
か
な
り
詳
し
く
記
述
し

　
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
れ
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

㈹
　
小
委
員
会
速
記
録
九
八
頁
。
鈴
木
義
男
委
員
（
日
本
社
会
党
）
の
発
言
で
あ
る
。

㈲
　
同
所
。

國
　
佐
藤
達
夫
四
巻
七
二
一
頁
。
社
会
党
の
修
正
意
見
で
あ
る
。

㈲
　
小
委
員
会
速
記
録
一
四
三
－
四
四
頁
。
金
森
国
務
大
臣
の
答
弁
を
要
約
し
た
芦
田
小
委
員
長
の
発
言
で
あ
る
。

圏
　
佐
藤
達
夫
四
巻
九
〇
七
頁
。
こ
の
部
分
は
、
佐
藤
功
補
訂
に
か
か
る
。

㈲
　
参
議
院
事
務
局
（
編
）
・
帝
国
憲
法
改
正
案
特
別
委
員
小
委
員
会
筆
記
要
旨
二
一
頁
（
一
九
九
六
年
）
。
な
お
、
牧
野
英
一
委
員
は
、
九
月
三
〇
日
の

　
第
二
回
小
委
員
会
で
、
前
文
の
審
議
に
入
っ
た
さ
い
、
い
わ
ゆ
る
社
会
的
正
義
の
原
則
と
文
化
主
義
の
原
則
…
詳
し
く
は
、
牧
野
英
一
・
家
族
生
活
の

　
尊
重
四
八
頁
以
下
（
一
九
五
四
年
）
参
照
1
と
を
盛
り
込
ん
だ
独
自
の
修
正
案
を
提
出
し
た
が
、
「
G
H
Q
ハ
、
前
文
二
付
テ
ハ
英
文
ハ
変
ヘ
テ
貰
ヒ

　
タ
ク
ナ
イ
、
…
…
ト
ノ
コ
ト
ダ
ッ
タ
」
　
（
高
柳
賢
三
委
員
の
発
言
）
と
い
う
意
向
を
く
ん
で
、
結
局
、
会
議
は
原
案
尊
重
の
態
度
で
進
め
ら
れ
た
（
同
書

　
一
一
頁
）
。

㈹
　
同
書
三
〇
1
三
一
頁
。

㈲
　
同
書
三
二
頁
中
の
田
所
美
治
委
員
の
発
言
で
あ
る
。
な
お
、
筆
記
要
旨
の
取
材
を
う
け
た
内
野
正
幸
教
授
は
、
　
「
国
体
と
家
族
生
活
を
関
連
づ
け
る
よ

　
う
な
保
守
的
な
人
が
当
時
い
て
も
不
思
議
は
な
い
。
宮
沢
委
員
ら
は
条
項
が
悪
用
さ
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
こ
と
が

　
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
年
一
月
二
二
日
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

㈹
　
こ
こ
の
と
こ
ろ
原
文
で
は
改
行
さ
れ
て
い
る
が
、
便
宜
行
を
続
け
る
。

㈲
　
ベ
ア
テ
一
六
一
、
　
一
八
六
頁
。

岡
　
す
で
に
、
辻
村
み
よ
子
「
憲
法
二
四
条
と
夫
婦
の
同
権
」
法
律
時
報
六
五
巻
一
二
号
四
二
頁
（
一
九
九
三
年
）
は
、
シ
ロ
タ
が
起
草
し
た
諸
条
項
ー

　
そ
こ
で
は
「
ベ
ア
テ
草
案
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
ー
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
家
族
憲
法
学
の
解
釈
論
を
展
開
し
て
い
る
。
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五
　
お
わ
り
に

　
そ
れ
か
ら
五
〇
年
、
折
し
も
一
九
九
四
年
は
、
国
連
の
国
際
家
族
年
（
冒
Φ
毎
呂
8
巴
ぎ
醇
・
コ
ぎ
冨
巨
ヨ
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
の

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
か
か
げ
ら
れ
た
．
．
ω
邑
鼠
畠
夢
Φ
の
旨
巴
一
Φ
警
α
①
蓉
9
冨
昌
讐
爵
①
げ
＄
旨
9
8
9
①
身
、
、
の
意
味
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
日
本
政
府
は
、
日
本
語
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
『
家
族
か
ら
は
じ
ま
る
小
さ
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
と
す
る
こ
と
に
き
め
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
日
本
語
で
す
と
、
家
族
は
『
社
会
の
核
』
（
夢
Φ
訂
影
・
許
o
畠
昌
）
で
あ
る
と
い
う
意
味
あ
い
が
、
や
や
あ
い
ま
い
に
な
っ
て

　
　
い
ま
す
が
、
国
連
で
は
こ
の
点
が
も
っ
と
大
切
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
家
族
は
社
会
の
『
核
』
で
す
か
ら
、
家
族
が

　
　
健
全
で
な
け
れ
ば
社
会
全
体
も
健
全
に
な
ら
な
い
と
い
う
、
家
族
と
社
会
全
体
の
相
互
関
係
が
こ
こ
で
は
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日

　
　
本
語
だ
と
、
こ
の
『
核
』
の
意
味
が
よ
み
と
れ
ま
せ
ん
。
」

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
趣
旨
を
、
シ
ロ
タ
は
、
戦
後
焼
け
野
原
の
日
本
に
降
り
立
っ
て
、
憲
法
に
明
文
で
謳
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
を
も
う
一
度
記
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
「
家
庭
は
、
人
類
社
会
の
基
礎
で
あ
り
、
そ
の
伝
統
は
、
善
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
国
全
体
に
浸
透
す
る
。
そ
れ
故
、
婚
姻
と

　
　
家
庭
と
は
、
法
の
保
護
を
受
け
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

　
あ
ら
た
め
て
失
わ
れ
た
も
の
の
貴
重
さ
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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倒
　
渡
辺
洋
三
・
家
族
法
を
見
直
す
三
頁
（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
一
九
九
四
年
）
。

國
　
宮
沢
俊
義
・
憲
法
H
〔
新
版
〕
四
三
〇
1
三
一
頁
（
一
九
七
四
年
）
は
、
家
庭
（
家
族
）
の
保
護
に
関
し
て
、
　
「
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
平
等
に
立
脚

　
す
る
家
庭
こ
そ
、
民
主
社
会
の
も
っ
と
も
重
要
な
生
活
単
位
で
あ
り
、
そ
こ
で
こ
そ
人
間
に
値
い
す
る
生
活
が
営
ま
れ
る
可
能
性
が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、

　
憲
法
は
、
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
も
守
ろ
う
と
す
る
。
マ
カ
ー
サ
i
草
案
に
『
家
庭
は
人
問
社
会
の
基
底
で
あ
る
』
…
…
と
あ
っ
た
の
も
、
諸
国
の
人
権
宣
言

　
に
家
庭
を
保
護
す
る
旨
の
規
定
が
あ
る
の
も
、
そ
の
意
味
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
に
は
、
そ
う
い
う
規
定
は
な
い
が
、
そ
れ
は
民
主
主
義
の
当
然
の
帰
結

　
で
あ
り
、
あ
え
て
明
文
の
規
定
を
ま
た
な
い
」
と
説
く
。

（
姫
路
短
期
大
学
助
教
授
）


